
HRE29-10 会場:103 時間:5月 22日 11:30-11:45

ＣＣＳ実証試験のための北九州地点における調査の概要
Geological Surveys for CCS Demonstration in Kitakyusyu, Western Japan.
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北九州地点（響灘海域および沿岸域）は、平成 20年度に実施された経済産業省補助事業において、全国 115地点の候
補地から日本におけるＣＣＳ大規模実証試験候補地（3地点）の一つとして選定された。北九州地点は、日本における古
第三紀層を対象とした唯一のＣＣＳ実証試験候補地であるとともに、西日本で唯一の候補地である。調査ならびに実証
試験により古第三紀層の貯留層・遮蔽層の有効性が確認されれば、これまで CO2貯留の対象とされなかった古第三紀層
の可能性が広がり、日本における CO2貯留可能量は増大すると考えられる。また、北九州地点における CO2貯留可能
性の検証は、古第三紀層が分布する他の地域での貯留可能性の評価、将来のＣＣＳ事業の展開に大きく寄与するものと
期待される。
北九州地点は既存の深部地質情報が少ない。このため、将来的な実証試験の実施に向けた貯留層評価のための調査と

して、2009年に既往データを用いた重力解析、2010年にボーリング調査（北九州ＣＣＳ－１）と VSPならびにその近
傍での二次元弾性波探査、2011年に重力探査（補完調査）および北九州ＣＣＳ－１コアを用いた堆積相解析等の深部地
質構造調査・解析を実施した。
重力探査の結果、本地域の堆積盆の形態がより明瞭になった。北九州ＣＣＳ－１（掘削深度 1,180m）は、当該地域で

1,000m以深の基盤岩まで初めて到達したボーリングであり、基盤岩までの層序・層厚を確認した。弾性波探査およびVSP
により、ボーリング調査地点から海域方向への地質構造データ（走向と傾斜等）を取得した。さらに、ボーリング調査
地点周辺の堆積環境の推定および堆積層の連続性に関する検討を行い、重力探査、ボーリング調査、弾性波探査、VSP
等の調査結果も考慮して、本地点の初期地質概念モデルを構築した。
北九州地点における調査は、将来の実証試験に向けた評価のための基礎データを収集した段階にある。現在得られて

いる調査データは主に北九州市の陸域に限られたものであり、堆積盆をカバーする海域での広域データ取得により、貯
留層評価の精度向上が期待される。2012年には、下関市西方のデータ取得および将来的に海域での広域データ取得をす
る際の予備的調査として、下関市の海域および沿岸域で小規模な二次元弾性波探査を実施した。
本論は、経済産業省委託事業「二酸化炭素削減技術実証試験事業（北九州地点における調査、検討）」の成果の一部を

とりまとめたものである。
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